
「強制入院」を経験した人たちから話を聞いた
『精神看護』2021年11月号特集には、
たくさんの反響をいただきました。
編集部としては、たった1回でこの課題が
終わるものではないことから、
さらに強制入院に関する意見・考えを募り、
特集にしていくことにしました。

なお、本特集内での「強制入院」という言葉は、
医療保護入院および措置入院を指しています。

［特集1］2021年11月号特集「強制入院の体験を語る」を受けて

強制入院が、
「傷」を作っている
かもしれない件
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特集

当事者と精神科医とで、
「強制入院」に対する
率直な思いを話し合おう

［座談会］

強制入院とはどんな体験だったのか─
それを当事者から聞く機会というのはめったにないと思います。
このたび、特定非営利活動法人さざなみ会（神奈川県横浜市磯子区）
に在籍する当事者の方たちと、
さざなみ会と親交の深い精神科医の方に、「強制入院」をテーマに座
談会を行っていただきました。
これからの精神科医療のあり方を考えていくための契機になればと思
います。

 参加者 

《当 事 者》 堀合研二郎さん／みずめさん／サルーテさん／ 
藤井哲也さん

《精神科医》 杉浦寛奈さん（横浜市寿町健康福祉交流協会診療所）
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［編集部より］この手記を掲載するにあたり、著者名を実名にするか匿名にするかで、編集部では大変迷いました。私
たちとは以前から親交のある方で、人となりを知っていましたし、本文を読んでいただければおわかりになるように、非常に
客観的に物事を分析する力がある方です。この手記を実名で掲載すれば、記述内容の信頼性はさらに増すと思い
ますし、身体拘束がいかに人間の核の部分を傷つけるかが、さらにくっきりとした輪郭を持って示されることと思います。
著者（彼女）自身は当初、実名での掲載を希望されていました（以下、編集部とのやりとりから抜粋します）。

実名でいきたいという意図は、（例えばがんの闘病記などと異なり）「身体拘束を受けたことにより匿名
にしなければならない」というスティグマ性が嫌だったからです。自分くらいはそういうスティグマを持
ちたくない（セルフスティグマは嫌だ）ということです。
それに、自分に拘束経験があるからという理由で就きたい職に就けない社会ならば、社会のほうがお
かしいので、それに従うつもりはない、という意図でした。

全くその通りだと編集部でも考えます。しかし一方で、彼女は今、とある大学の看護学部の学生です。今回の手記を
実名で発表することによって、ここに示されている精神的な不安定さを理由に、将来の職業選択の幅を狭められてしまう
かもしれない、その可能性を編集部は恐れました。
何度も彼女と話し合い、また彼女を応援している方にも相談しました。その末に、編集部では「匿名」という苦渋の選択
をしました。彼女も最終的には同意してくれましたが、もしかしたら編集部の心配を汲んで、今回は意向に沿ってくれた
のかもしれません。
掲載後、やはり匿名では自分の意図が達成できていないと彼女が考えたならば、どこかで実名を明らかにするかもしれま
せん。その場合は、聡明な彼女が決断することですから、編集部では応援したいと思っています。
末尾になりましたが、さまざまなリスクが想定されるなかで困難な体験を記してくださった彼女に敬意を表するとともに、身
体拘束や強制入院にかかわる課題が広く議論されることを望みます。
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